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に発表 し討論 しあい､また､研究に関連した情報を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議
などの報告､講義ノー ト､嘩別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです｡










ワープロ原稿を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの
















3)数式､記号の書き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準 じ､立体 (∩)､
イタリック (_ )､●ゴシック (vv)､ギリシャ文字 (ギ)､花文字､大文
字■､小文字などを赤で指定 して下さい｡本誌は立体を基本としてタイプ
されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､
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編 集 後 記
新年度 冒頭か ら､ 読者の皆 さんに とってはあ りが た くな いこ とですが､ 4月
号か ら購読料 を値上げ させていただ くことにな りました｡ 編集部 としては､ 経費
節減 の努力は常 に心が けてい ますが､ 諸般 の事情か ら万やむを得 な い措置 と判断
しました (vo 1. 57, n0.3の末尾 をご覧 ください )｡ 今後は､ 読者 に満
足 いただけるよ う内容 の充実 に一層努 力 してい くつ もりですので､ な に とぞ よろ
しく御声援御批判 をお願 いします｡ 経費の面で一つの救 いは､ 最近の ワープ ロ原
稿の増大です｡ しか し､ 手書 き原稿 は大いに歓迎 します｡ 手書 き原稿が投稿 しに
くいような空 気 になるのは大変危険です｡ 欧文誌な どにおいても､ 近 い将来､ デ
ィスク投稿､ 電 子 メール によるソースフ ァイルの発送な どが一般化す ることは目
に見 えていますが､ 編集の側 としてはそれへの対応 には きわめて憤重 でなければ
な らないで しょう｡ 国際的にも､ また国内 にお いて も､ 電子情報 の恩 恵 に充分浴
す ることがで きる人々 とそうでな い人 々の ギャップがはなはだ しいか らです｡ そ
の点 における格差 を助長するような行 き方 は､ 学問的にも大 きな損失 をもたらす
で しょう｡
なお､ 今月号か ら原稿の作成費韻 も変 わ りましたので御注意 ください｡ くわし
くは表紙 の折 り返 しを ご覧下 さい｡ しか し要額 な どにあ まり･こだ わ らず､ 気軽 に
投稿 され るこ とを編集部 としてはむ しろ望 んで います｡
春の物理学会 は私鉄 ス トの ため大変影響 を受 けました｡ ∫Rの ス トも久 しぶ り
のこ とです｡ 不況がや って くることは大変歓迎 すべ きこ とです｡ その ために､ 地
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○半導体化合物のバルク物性への熱振動の影響
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